
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

改
正
の
趣
旨

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
父
子
家
庭
の
生
活
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
当
該
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
に
児

童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

第
二

改
正
の
要
点

一

目
的

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
加
え
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て
児
童
扶
養
手
当
の

対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
当
該
児
童
に
つ
い

て
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
、
も
っ
て
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

支
給
要
件

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
児
童
の
父
を
新
た
に
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
関
係
）



三

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
三

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

三

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
に
お
け
る
父
又
は
母
の
就
業
状
況
及
び
当
該
家
庭
の
経
済
的
な
状
況
等
を
勘
案
し
、
当

該
家
庭
の
生
活
の
安
定
及
び
自
立
の
促
進
並
び
に
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
を
含
め

、
当
該
家
庭
に
対
す
る
支
援
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も



の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
五
条
関
係
）


